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　安心 ・ 安全で快適な

　まちの実現

　　　　南区長　小杉政已

　保護司会長を仰せつかって 8 年、 保護
司として人生の半分以上が過ぎました。
　保護司を財政面、精神面で支えていただ
いている保護司協力会の皆様も同様です。
　私が保護司活動に悩んだ時、会員の皆さ
まの顔や励ましの言葉を思い出します。高
齢の会員から「死ぬまで元気なうちは協力
するよ」「なかなかできる仕事ではないよ」

「頑張ってね」等など。
　保護司を今までやってこられた原動力に
なっているように思います。
　改めて保護司協力会の皆様に深く感謝
し、これからも私たちの活動を「雪中送炭」
の如くお支えいただきますようお願い申し
上げます。
　私どもも地域の皆様の期待に応えていき
たいと思います。

　着任のごあいさつ

　
 名古屋保護観察所長　調子康弘

　保護司の皆様へ

　　　南警察署長　後藤和也

　本年４月に名古屋保護観察所長に着任い
たしました。
　南保護区保護司会の皆様におかれまして
は、日頃から更生保護の活動に熱心にお取
り組みいただき、感謝申し上げます。
　保護観察所といたしましては、本年度も

「息の長い支援」等を重点に、再犯防止に
取り組んでまいります。
　コロナ禍が明けて１年あまりになりまし
た。従前、刑法犯の認知件数はずっと減少
していましたが、令和４年頃から増加に転
じました。コロナ禍が犯罪にどう影響して
いるかまだ不透明ですが、安全・安心は市
民の皆様にとって、 とても大切なことで
す。保護司会の皆様とともに、再犯防止に
しっかり取り組んでまいりますので、どう
ぞよろしくお願い申し上げます。

　南保護区保護司会の皆様には、日頃から
更生保護活動や地域におけるパトロールな
どの犯罪予防活動にご尽力、ご協力をいた
だきまして、心から感謝を申し上げます。
　南区では、令和 6 年度から令和 10 年度
までの取組をまとめた「第 2 期南区将来
ビジョン　ひまわりビジョン 2028」を策
定し、魅力あるまち南区の実現に向け取り
組みを進めています。その一環として掲げ
ている「安心・安全で快適なまち」の施策
推進には、保護司会の皆様のお力が必要不
可欠なものと思っております。
　これからも保護司会の皆様と連携しなが
ら、「安心・安全で快適なまち」の実現を
めざしてまいりたいと思っておりますの
で、なにとぞご理解とご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。

　南保護区保護司会の皆様には、平素から
更生保護活動や青少年の非行防止活動にご
尽力されていることに対し、心からの敬意
と感謝を申し上げます。
　昨年度も夜間パトロールや薬物乱用防止
の啓発活動を行っていただくなど、犯罪の
未然防止にも貢献していただきまして、厚
く御礼申し上げます。
　南区の皆様の安全安心の確保のために
は、犯罪の抑止、検挙だけではなく、立ち
直り支援や非行を生まない地域づくりとい
う側面も大変重要な取り組みと考えており
ます。
　引き続き、 保護司会の皆様とは連携を
図ってまいりたいと考えておりますので、
今後とも、ご協力のほど、よろしくお願い
いたします。

　雪中送炭

　
 南保護区保護司会長　藤井一夫
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南
保
護
区
保
護
司
会
か
ら
は
宮
川
委

久
代
さ
ん
（
伝
馬
学
区
）
が
全
国
保
護

司
連
盟
理
事
長
表
彰
を
、
植
田
恵
子
さ

ん
（
明
治
学
区
）、
杉
原
晃
さ
ん
（
千

鳥
学
区
）、
田
村
美
津
江
さ
ん
（
大
生

学
区
）
が
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
長
表
彰
を
、
西
澤
博
文
さ
ん
（
豊

田
学
区
）
國
枝
久
伸
さ
ん
（
大
磯
学
区
）

が
中
部
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰
を

受
彰
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
11
月
17
日
（
金
）　

午
後

０
時
40
分
か
ら
県
更
生
保
護
大
会
が

「
書
の
ま
ち
春
日
井
」
の
春
日
井
市
民

会
館
に
お
い
て
、
更
生
保
護
関
係
者
約

９
５
０
名
が
一
堂
に
会
し
式
典
を
挙
行

し
功
労
者
の
顕
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
保
護
観
察
所
長
の
挨
拶
に
続

き
、
令
和
５
年
春
、
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
し
た
大
矢
博
一
さ
ん
（
豊
田
学
区
）

が
壇
上
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
県
更
生
保
護
大
会
　
　
　
　
　

  

令
和
五
年
度

大矢博一さん（左から 3 人目）

春
日
井
市
民
会
館

 保護司協力会について

　
南保護区保護司協力会長　加藤英敏

　南保護区保護司協力会員の皆様には日頃
から当会及び保護司活動に格別なるご理解
ご協力をいただき厚くお礼申し上げます。
　おかげをもちまして南保護区における更
生保護活動は、充実かつ円滑に展開されて
おり、安心安全なまちづくりを推進する南
区にとりまして大きな成果をあげていると
ころであります。
　当会の前身は昭和 29 年（1954）年６月
10 日に設立した「保護司助成会」で平成
27 年（2015）年に会の名称を「保護司協
力会」に改め、毎年７月に会員を募集して
います。
　会員の皆様におかれましては健康にくれ
ぐれもご留意いただき保護司活動の継続的
な支援に格別なご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

保
護
司
会
総
会
　
　
　
　
　

森
南
区
更
生
保
護
女
性
会
長
代
理
、

山
本
南
保
護
区
保
護
司
会
顧
問
に
ご

臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
は
物
故
者
黙
祷
、
会
長
あ
い

さ
つ
、
来
賓
祝
辞
、
５
年
度
受
彰
者

紹
介
、
新
任
保
護
司
・
退
任
保
護
司

紹
介
に
続
き
議
事

に
入
り
、
５
年
度

事
業
報
告
及
び
決

算
、
６
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
が

満
場
一
致
で
承
認

可
決
さ
れ
、
本
年

度
方
針
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
6
年
5
月
21
日
午
後
2
時
か

ら
南
区
役
所
講
堂
で
南
保
護
区
保
護

司
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
名
古

屋
保
護
観
察
所
小
竹

次
長
、
小
杉
南
区
長
、

後
藤
南
警
察
署
長
、

堀
南
保
護
区
保
護
司

協
力
会
長
代
理
、
角

井
南
区
担
当
保
護
観

察
官
、
加
藤
南
警
察

署
生
活
安
全
課
長
、
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南
区
民
ま
つ
り

　
　
　

薬
物
乱
用
は　

ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。

ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。

　

令
和
５
年
も
11
月
12
日(

日)

に
南

区
民
ま
つ
り
が
、
日
本
ガ
イ
シ
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
一
体
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
司
会
の
ブ
ー
ス
で
恒
例
の
啓
発

活
動
と
し
て
薬
物
乱
用
防
止
活
動
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
薬
物
の

恐
ろ
し
さ
と
弊
害
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル

で
薬
物
乱
用
防
止
ク
イ
ズ
と
子
供
た
ち

を
対
象
に
し
た
「
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
」
お
絵

書
き
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
大
勢
の
参
加
が

あ
り
、
色
鉛
筆
、
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
せ
ん
べ

い
や
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を

袋
に
入
れ
て
配
付
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
毎
回
好
評
の
、
み
か
ん
の
目

方
当
て
コ
ー
ナ
ー
で
は
み
か
ん
の
量
を

増
や
し
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

い
参
加
を
い
た
だ
き
大
盛
況
の
う
ち
に

終
え
ま
し
た
。

　

ぬ
い
ぐ
る
み
の
「
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
」
や

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
君
」
と
握
手
し
た

り
、
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
愛
知
県
警
か
ら
薬
物
乱
用

防
止
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
前
で
南
署
と

合
同
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
内
部
を

見
た
人
た
ち
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
テ
ィ

シ
ュ
、
絆
創
膏
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

   （
犯
罪
予
防
部
会
長　

山
盛
和
美
）

　　↑大盛況の保護司会ブース　薬物乱用防止クイズ

↓更生ペンギン　ホゴちゃん

　　上：お絵かきコーナー
↓中：ダメ。 ゼッタイ君

　　下：みかんの目方当て
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研
修
部
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
部
会
長　

大

矢

博

一

研
修
部
で
は
地
域
別
定
例
研
修
会
を

年
３
回
行
い
、
令
和
５
年
10
月
27
日
に

開
催
し
た
合
同
自
主
研
修
会
で
は
名
古

屋
保
護
観
察
所
の
井
坂
朱
実
保
護
観
察

官
を
講
師
と
し
て
招
い
て
「
再
犯
防
止

の
推
進
に
つ
い
て
」
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
３
年
間
で

き
て
い
な
か
っ
た
視
察
研
修
会
は
、
令

和
５
年
11
月
27
日
、
名
古
屋
の
中
心
部

に
位
置
す
る
名
古
屋
拘
置
所
を
訪
れ
ま

し
た
。

そ
こ
で
は
一
時
間
ほ
ど
拘
置
所
の
歴

史
、
施
設
規
模
や
収
容
者
の
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

受
刑
者
は
刑
が
確
定
し
移
送
先
の
刑

務
所
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
拘
置
、
収

容
定
員
は
１
０
０
０
人
で
、
現
在
は

４
０
０
数
十
名
の
収
容
者
が
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
部
電
力
M
I
R
A
I　

T
O
W
E
R
も
見
学
、
90
メ
ー
ト
ル

に
位
置
す
る
屋
内
展
望
台
は
、
名
古
屋

の
景
色
を
独
り
占
め
で
き
る
空
間
で
、

屋
外
展
望
台
は
地
上
１
０
０
メ
ー
ト
ル

に
位
置
す
る
吹
き
抜
け
の
窓
が
な
い
空

間
で
、
直
接
風
を
感
じ
な
が
ら
景
色
が

望
め
ま
す
。

視
察
研
修
会
で
は
、
施
設
見
学
を
通

じ
保
護
司
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

井坂保護観察官

 南保護区保護司協力会総会 社会を明るくする運動 南区推進大会　

令 和 5 年 6 月
29 日 南 区 役 所 講
堂 に お い て 保 護
司 協 力 会 総 会 が
開催されました。

加 藤 協 力 会 長
の挨拶に続き横地環名古屋保護観察所長

（写真）、小杉政已南区長、大熊博文南警察
署長から祝辞をいただきました。

横地所長は「カネハツ食品株式会社社長
の加藤英敏様を中心として南区内企業そし
て近隣住民の皆さまが一致協力してこの保
護司会の更生保護活動を財政面でしっかり
お支え頂いていると承知しております。実
はこのような団体が都道府県単位ではなく
て保護区という小さな単位で成立し、しか
も大変長い歴史をもっていることは普通の
事ではなく素晴らしい活動で本当に力強い
ことであります」と述べられた。

第 73 回 ” 社 会
を 明 る く す る 運
動 ” 南区推進大会
が 保 護 司 協 力 会
総 会 に 引 き 続 き
開催されました。

総理大臣メッセージが荻原名古屋保護観
察所民間活動専門官から小杉南区長へ伝達
された後、推進委員長（南区長）あいさつ、
名古屋保護観察所長、南警察署長来賓あい
さつに続き、第 72 回 ” 社会を明るくする
運動 ” 作文コンテスト南区優秀作品に選ば
れた南光中１年金子さんと名南中 3 年日
高さんの朗読、 大会宣言が採択されまし
た。

引き続き区役所東側広場で、ホゴちゃん
やミオーも参加し、来賓の皆さんにより「犯
罪や非行を防止し立ち直りを支える地域の
力」と書かれた懸垂幕が掲揚されました。
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更
生
保
護
女
性
会
の
役
割
は
「
更
生

保
護
活
動
、
非
行
防
止
活
動
、
子
育
て

支
援
活
動
」
を
中
心
に
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
保
護
司
会
や
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
と
共
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

26
年
目
を
迎
え
る
更
生
保
護
女
性

会
は
、
現

在
30
名
と

少
な
い
人

数
で
は
あ

り
ま
す
が
、

皆
で
知
恵

を
出
し
な

が
ら
、
大

江
川
緑
地

の
清
掃
や

更
生
保
護
法
人
「
立
正
園
」
で
の
行
事

参
加
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
も
納
ま
り
、
正
常
な
活
動
を

始
め
２
年
目
に
な
り
、
行
事
の
活
動
数

も
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
７
月
に
は
更
生
保
護
女
性
会
名

古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
研
修
会
の
担
当
区

と
な
り
、
よ
り
良
い
会
に
す
る
為
に
皆

様
の
御
協
力
、
御
参
加
を
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

名
古
屋
南
地
区
B
B
S
会
の
紹
介

　
　
　

事
務
局
長　

小
川
史
貴

　

私
た
ち
名
古
屋
南
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

は
現
在
会
員
数
が
８
名
（
社
会
人
6

名
、
学
生
2
名
）
で
以
前
よ
り
小
規
模

に
な
り
ま
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

や
施
設
訪
問
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
が
主
催
す

る
研
修
に
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
度
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

は
、
7
月
に
「
日
帰
り
旅
行
」
を
企
画

し
て
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
少
年
と
一

緒
に
犬
山
城
、
明
治
村
（
写
真
）
に
行

き
ま
し
た
。
11
月
に
「
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン

の
ス
ポ
ッ
チ
ャ
」
で
少
年
と
一
緒
に
卓

球
や
バ
レ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
、
ダ
ー

ツ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

施
設
訪
問
は
、
更
生
保
護
施
設
が
開

催
す
る
餅
つ
き
や
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
や
、
豊
田
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
と
一
緒

に
児
童
養
護
施
設
の
見
学
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。今

後
も
少
年
に
と
っ

て
楽
し
い
居
場
所
を

作
る
こ
と
を
目
指
し

て
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ご

支
援
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動

　

 　
　
　
　
　
　

宮
川
委
久
代

犯
罪
予
防
部
会
の
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　

 

部
長　

山

盛

和

美

令
和
５
年
10
月

12
日
（
木
）
に

麻
薬
覚
醒
剤
乱

用
防
止
運
動
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
ア
ピ
タ
名

古
屋
南
店
と
イ

オ
ン
モ
ー
ル
新

瑞
橋
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
各
学
区
の
保
護
司
、
少
年
補

導
委
員
及
び
南
署
生
活
安
全
課
長
、
少

年
係
係
長
も
参
加
し
て
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、
絆
創
膏
、
テ
ィ
シ
ュ
を
声
を
か
け

な
が
ら
配
布
し
ま
し
た
。
ア
ピ
タ
名
古

屋
南
店
で
は
中
日
新
聞
の
取
材
を
受
け

大
矢
副
会
長
が
対
応
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
２
月
２
日
（
金
）
に
笠
寺

観
音
節
分
の
前
夜
祭
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
な
い
ま
し
た
。
当
日
は
各
学
区
の
保

護
司
、
少
年
補
導

委
員
、
南
署
少

年
係
係
長
の
約

40
人
で
４
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て

境
内
及
び
周
辺

を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　　４
年
ぶ
り
の
　
新
年
互
礼
会

　
　
　
　

　

令
和
６
年
１
月
17
日
名
古
屋
サ
イ
プ

レ
ス
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
南
保

護
区
保
護
司
会
新
年
互
礼
会
が
４
年
ぶ

り
45
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
司
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

山
崎
大
樹
名
古
屋
保
護
観
察
所
統
括
保

護
観
察
官
、
小
杉
政
已
南
区
長
、
長
縄

大
樹
南
警
察
署
生
活
安
全
課
長
か
ら
ご

祝
辞
を
い
だ
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
員
一
同
、
新
年
の
抱
負

な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

大江川緑地清掃活動

薬物乱用防止キャンペーン笠寺観音節分パトロール
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鯵
の
南
蛮
漬
け
　
２
人
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

材
料
（
２
人
分
）

　

鯵
（
３
枚
に
お
ろ
し
た
も
の
）
２
匹

　

小
麦
粉
・
サ
ラ
ダ
油　

各
適
量

　

人
参　
　
　

50
ｇ

　

ピ
ー
マ
ン　

1
個

　

玉
ネ
ギ　
　

2
分
の
1
個

タ
レ

　
　

だ
し
汁　
　

４
０
０
ｃ
ｃ

　
　

酢　
　
　
　

１
０
０
ｃ
ｃ

Ⓐ　

し
ょ
う
ゆ　

50
ｃ
ｃ

　
　

み
り
ん　
　

50
ｃ
ｃ

　
　

砂
糖　
　
　

大
さ
じ
一
杯
半

　
ひ
・
と
・
や
・
す
・
み

　
　
　
　
　
田
中
正
子

　
　
保
護
司
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
照
泰

　

皆
さ
ん
が
体
験
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
私

も
同
様
に
経
験
し
て

き
ま
し
た
。
担
当
終

了
後
は
忘
れ
る
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　

新
人
研
修
を
終
え
た
当
日
、
観
察
所

か
ら
連
絡
が
あ
り
大
阪
拘
置
所
へ
面
接

に
行
っ
て
下
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
指
示

さ
れ
る
ま
ま
面
会
し
た
対
象
者
は
女
性

で
し
た
。

　

忘
れ
た
頃
、
恩
赦
の
連
絡
を
受
け
何

年
ぶ
り
か
の
再
会
、
彼
女
と
の
出
会
い

す
べ
て
初
体
験
で
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

保
護
司
在
任
中
、
健
康
で
周
囲
の
方

々
に
助
け
ら
れ
、
そ
し
て
す
べ
て
の
対

象
者
に
感
じ
た
こ
と
は
、
彼
ら
の
人
生

で
良
い
先
輩
、
友
人
に
出
会
っ
て
い
れ

ば
犯
罪
と
は
縁
の
無
い
生
活
を
送
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

人
と
の
出
会
い
が
本
当
に
大
切
だ
と

気
付
か
せ
て
も
ら
い
、
今
で
は
保
護
司

生
活
の
す
べ
て
が
、
私
の
財
産
で
あ
り

出
会
っ
た
人
達
に
感
謝
で
す
。

　

令
和
４
年
11
月
に

保
護
司
を
拝
命
し
２

年
。
対
象
者
は
１
名

で
、
ま
だ
ま
だ
新
任

の
状
態
で
す
。

　

昨
年
、
初
め
て
保
護
観
察
が
始
ま

り
、
不
安
と
緊
張
か
ら
戸
惑
う
ば
か
り

で
日
々
対
応
に
後
悔
し
、
自
分
の
不
甲

斐
無
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
主
任
官
や

先
輩
方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
猛
勉
強

す
る
も
４
ヶ
月
程
で
解
除
と
な
り
不
完

全
燃
焼
の
ま
ま
終
了
し
ま
し
た
。

　

思
う
よ
う
に
活
動
で
き
な
か
っ
た
経

験
か
ら
、
日
頃
か
ら
の
研
修
会
や
イ
ベ

ン
ト
・
意
見
交
換
な
ど
の
交
流
会
の
大

切
さ
を
知
る
と
と
も
に
保
護
司
の
使
命

の
重
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　

苦
い
経
験
で
の
始
ま
り
で
し
た
が
、

笑
っ
て
助
言
し
て
く
れ
た
先
輩
方
の
言

葉
に
救
わ
れ
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
知
識
も
経
験
も
足
り
ま
せ
ん
が
早

く
役
目
を
果
た
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご

指
導
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

　
　
退
任
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
森 

須
美
子

　

作
り
方

①
鯵
は
ぜ
い
ご
を
削
り
取
り
3
枚
に
お

　

ろ
す
（
難
し
い
人
は
魚
屋
さ
ん
に
お

　

願
い
す
る
）

　

身
の
小
骨
を
取
り
、
両
面
軽
く
塩
・ 

　

コ
シ
ョ
ウ
し
て
か
ら
三
等
分
に
切
り

　

小
麦
粉
を
ま
ぶ
す

    

※
ぜ
い
ご
と
は
鯵
（
あ
じ
）
の
尾
近
く
に

    　

あ
る
と
げ
状
の
ウ
ロ
コ
の
こ
と

②
タ
レ
の
調
味
料
Ⓐ
は
ボ
ー
ル
に
入
れ

　

よ
く
混
ぜ
て
お
く

③
野
菜
は
そ
れ
ぞ
れ
千
切
り
、
玉
ネ
ギ

　

は
う
す
切
り
に
し
②
の
タ
レ
に
漬
け

　

て
お
く

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
多
め
の
油
を
熱
し
①

　

の
鯵
の
皮
目
か
ら
両
面
を
中
火
で
き

　

つ
ね
色
に
焼
い
た
ら
熱
い
う
ち
に
、

　

③
に
漬
け
込
み
野
菜
は
天
盛
り
に
し
、

　

つ
け
汁
タ
レ
を
か
け
れ
ば
で
き
上
が

　

り

｛
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瑞
宝
双
光
章

　
　
　
　
　

大
矢　

博
一　
（
豊
田
）

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰　
　

　
　
　
　
　

宮
川
委
久
代　
（
伝
馬
）

　
　
　
　
　
　
　（
家
族
功
労
）

　
　
　
　
　
藤
井
久
美
子　
（
宝
南
）

中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長
表
彰

　
　
　
　
　

植
田　

恵
子　
（
明
治
）

　
　
　
　
　

杉
原　
　

晃　
（
千
鳥
）

　
　
　
　
　

田
村
美
津
江　
（
大
生
）

中
部
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　
　
　
　
　

西
澤　

博
文　
（
豊
田
）

　
　
　
　
　

國
枝　

久
伸　
（
大
磯
）

名
古
屋
保
護
観
察
所
長
表
彰

　
　
　
　
　

小
鹿
久
仁
芳　
（
呼
続
）

　
　
　
　
　

小
杉　

正
人　
（
柴
田
）

　
　
　
　
　

寺
澤　
　

太　
（
道
徳
）

受
彰
（
章
）
者

令
和
５
年
11
月
24
日

　
　
　

杉
野　

和
夫　
（
大
磯
学
区
）　

　
　
　

久
野　

信
彦　
（
笠
東
学
区
）

　
　
　

森　

須
美
子　
（
宝
学
区
）　

　

杉
野
様
は
平
成
５
年
11
月
か
ら
30
年

間
、
森
様
は
平
成
7
年
11
月
か
ら
28
年

間
、
久
野
様
は
平
成
13
年
11
月
か
ら
22

年
間
の
長
き
に
渡
り
保
護
司
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
６
月
28
日
発
行

南
保
護
区
保
護
司
会

　
　
　
　
　
　

広
報
情
報
部
会

名
古
屋
市
南
区
前
浜
通
３
｜
10

　

南
区
役
所
区
政
部
総
務
課
内

  

電
話  

０
５
２
（
８
２
３
）
９
３
１
２

　
F
A
X
０
５
２
（
８
１
１
）
６
３
６
０　

新
任
保
護
司
の
紹
介

令
和
６
年
５
月
25
日

　
　
　

福
井　

志
保　
（
笠
寺
学
区
）

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

保
護
司
は
保
護
観
察
官
と
協
働
で
犯

罪
・
非
行
を
犯
し
保
護
観
察
処
分
と

な
っ
た
人
が
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
に

定
期
的
に
話
し
合
い
、
助
言
し
た
り
、

矯
正
施
設
入
所
者
の
帰
住
先
の
生
活
環

境
の
調
整
を
行
っ
た
り
し
て
立
ち
直
り

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
や
薬

物
乱
用
防
止
活
動
な
ど
犯
罪
予
防
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

過
ち
を
犯
し
た
人
が
更
生
し
地
域
で

普
通
に
生
活
し
て
い
く
こ
と
は
、
安

心
・
安
全
な
南
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
り
ま
す
。

保
護
司
の
活
動
を
知
り
た
い
、
活
動

を
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

66
歳
以
下
の
方

　
　
　
　
（
法
務
大
臣
委
嘱
日
現
在
）　

問
合
先　

南
区
役
所
庁
舎
一
階

南
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り

（
平
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
）

　

 

☎ 

０
５
２(

６
０
２)

５
０
２
０

南
区
役
所
総
務
課

　

 

☎ 

０
５
２(
８
２
３)

９
３
１
２

令
和
５
年
度

退
任
保
護
司
の
紹
介

保
護
司 

募
集
中

大
磯
学
区
の
紹
介

             

國
枝
久
伸

　

大
磯
学
区
は
１
９
５
３
年
に
呼
続
学

区
か
ら
独
立
し
、
大
磯
通
の
ほ
か
、
塩

屋
町
、
千
竃
通
、
荒
浜
町
な
ど
か
つ
て

海
岸
沿
い
で
塩
田
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と

を
示
す
町
名
が
残
っ
て
お
り
学
区
名
の

由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
区
内
に
は
南
図
書
館
と
１
９
９
２

年
４
月
17
日
開
館
し
た
南
区
に
お
け
る

文
化
芸
術
の
発
信
拠
点
と
し
て
名
古
屋

市
南
文
化
小
劇
場
が
あ
り
ま
す
。
客
席

数
は
３
９
４
席
と
文
化
小
劇
場
と
し
て

は
多
く
、
照
明
・
音
響
設
備
も
充
実
し

て
お
り
、
日
々
の
成
果
を
発
表
す
る
場

と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
劇
場
が
主
催
す
る
０
歳

か
ら
入
場
可
能
な
コ
ン
サ
ー
ト
や
懐
か

し
の
映
画
会
な
ど
は
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
交
流
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

２
０
１
５
年
に
は
、
劇
場
を
活
動
拠

点
と
す
る
「
み
な
み
シ
ニ
ア
吹
奏
楽

団
」
が
結
成
さ

れ
、
今
で
は
団

員
が
60
名
を
超

え
幅
広
い
年
齢

の
方
々
が
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

名古屋市南文化小劇場


